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読書週間とは
終戦の２年後の１９４７（昭和２２）年、

まだ戦争の傷あとが日本中のあちこ

ちに残っているとき、「読書の力によ

って、平和な文化国家を創ろう」と、

出版社・取次会社・書店と図書館が

力をあわせ、そして新聞や放送のマ

スコミも一緒になり、第１回「読書週

間」が開かれました。

第１回「読書週間」は１１月１７日

から２３日でした。これはアメリカの

「チルドレンズ・ブック・ウィーク」が

１１月１６日から１週間であるのにな

らったものです。各地で講演会や本

に関する展示会が開かれたり、読書

運動を紹介する番組が作られました。

いまの１０月２７日から１１月９日（文化の日をはさんで２週間）になったのは、

第２回からです。

それから７０年近くが経過し、「読書週間」は日本中に広がり、世界のなか

でも特に「本を読む国民」として知られています。

今年の「読書週間」が、みなさん一人ひとりに読書のすばらしさを知ってもらう

きっかけとなることを願っています。



　10月31日に行われるイベント「ハロウィーン（Halloween）」
もともとは古代ケルト起源のもので秋の収穫を祝い、悪霊を追い出すための
お祭りです。ヨーロッパやアメリカでは、大きなカボチャをくりぬいて作った提
灯「ジャック・オー・ランタン」を飾り、お化けや悪魔、魔女などの仮装をした子
供たちが家々を周り「トリック・オア・トリート」といってお菓子をもらいます。仮
装をするのは悪霊を驚かせるためとされています。
日本では、1983年に東京の原宿で日本初のハロウィンパレードが行われ、
現在でも原宿や池袋、川崎などで毎年ハロウィンパレードが開催されていま
す。

『映画会』※第3土曜日

日時：１０月１７日（土）
午後２時～２時３０分

対象：３歳～
内容：王様の耳はロバの耳

おおかみと七ひきのこやぎ

茂原市立図書館
定例行事のご案内

『おはなし会』※第1,2,4土曜日

日時：１０月３日(土)､１０日(土)､２４日(土)

午後２時～２時３０分

対象：３歳～

内容：絵本の読み聞かせ、紙芝居など

『赤ちゃんといっしょのおはなし会』 ※第3火曜日

※ご好評につき４月から二部制となりました。各回とも内容は同じです。
日時：１０月２０日(火)
１部：午前１０時３０分～１１時、2部：午前11時３０分～１２時
対象：０～２歳児及び保護者 （定員）親子 各10組
内容：赤ちゃんえほんのよみきかせ、わらべうた♪

ハロウィーン特集

『きんいろのとき

ゆたかな秋のものがたり』

アルビン・トレッセルト/ 文

ロジャー・デュボアザン/絵

えくにかおり/訳

請求記号/E

出版社名/ほるぷ出版

『ハロウィンにきえたねこ』

マージョリーWシャーマット/著

マーク シーモント/え

小宮 由/訳

請求記号/93シャ-7

出版社名/大日本図書

『ハロウィーンってなぁに?』

クリステル・デモワノー/ 作

中島さおり/訳

請求記号/E

出版社名/主婦の友社

『マイ・ヴィンテージ・ハロウィン』

マリオン・ポール/著

蒲池由佳ほか/訳

請求記号/386

出版社名/グラフィック社

発行：茂原市立図書館指定管理者 株式会社 図書館流通センター

10月31日に行われるイベント「ハロウィン（Halloween）」

もともとは古代ケルト起源のもので秋の収穫を祝い、悪霊を追い出すためのお

祭りです。ヨーロッパやアメリカでは、大きなカボチャをくりぬいて作った提灯

「ジャック・オー・ランタン」を飾り、お化けや悪魔、魔女などの仮装をした子供

たちが家々を周り「トリック・オア・トリート」といってお菓子をもらいます。

仮装をするのは悪霊を驚かせるためとされています。

日本では、1983年に東京の原宿で日本初のハロウィンパレードが行われ、

現在でも原宿・表参道で毎年ハロウィンパレードが開催されています。

出典『大辞林 第三版』 三省堂

『１２か月のきまりごと歳時記』 自由国民社



　　中高生向きの本を集めたティーンズコーナーには、もう足を運ばれましたか？

学校帰りの学生さんや、一般書と一緒に借りていかれる大人の方、コーナーの前の椅子で

じっくり読む小学生と、幅広い年齢層に興味をもっていただけるようになりました。

そんなティーンズコーナー、１年前と少しずつ変わっていること、お気づきですか？

１、勉強・進路のジャンルを増やし、背ラベル を色別にしました。

２、『読売中高生新聞』毎週金曜日発行です。

３、話題作のライトノベルや文庫を毎月5～10冊づつ購入しています。

『俺の妹がこんなに可愛いわけがない』 伏見つかさ （アスキー・メディアワークス）

『アルスラーン戦記』 田中芳樹 （光文社）

『浜村渚の計算ノート』 青柳碧人 （講談社） など

※所蔵していない続刊は市外から借りることもできますので、

リクエストしてくださいね。

ティーンズコーナー増えてます！

一般・児童合同展示

「さあ、おでかけしよう！」

秋も日に日に深まってきました。スポーツの秋、芸術の秋、

食欲の秋、もちろん読書の秋！

10月は一般・児童の合同企画で、写真、ガイドブック、

絵本などで秋を取り揃えております。

さあ、どこからおでかけしましょうか？

いろんな秋を見つけにいきましょう！



としょかんへいこう

図書館の使い方を迷路や間違い探し、探し絵などで遊びながら学べるたのし

い絵本。入館から利用マナー、おはなし会や施設の紹介、本の探し方や借り方

まで、図書館でできることを分かりやすく描く。見返しにクイズ等あり。

Ｅ 斉藤洋 /作，田中六大 /絵 講談社
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地球の中心までトンネルを掘る

代理祖父母派遣会社で「祖母」を演じる女性、折り鶴を使う遺産相続ゲームに

挑む男たち…。どこにでもいそうな人々の、ほんの少しだけ「普通」から逸脱した

日常を描いた短編集。シャーリィ・ジャクスン賞、全米図書館協会アレックス賞を

受賞。

９３３/ウ ケヴィン・ウィルソン/著，芹澤恵 /訳 東京創元社

1945←2015 若者から若者への手紙

アジア・太平洋戦争の時代に若者だった戦争体験者たちの証言と、2015年の

今を生きる若者たちがその証言を読んで綴った手紙を収録する。もっと「戦争」

を知りたい人のためのブックリスト等も掲載。

２１７ 室田元美 /著 ころから

ずかん 虫の巣 見ながら学習調べてなっとく

昆虫のつくる「巣」に注目し、その構造や材料、つくり方などを、貴重な生態をと

らえた写真と細密なイラストで紹介。巣と昆虫に関する基礎知識や、外国の昆虫

の巣も取り上げる。

４８６ 岡島秀治/監修，安田守/写真 技術評論社

CasaBRUTUS(カーサブルータス)

ファッション、建築、デザイン、インテリア、食、アートなど、暮らしにまつわる

「デザイン」情報をお届けするLife Design Magazine ＝暮らしのデザイン誌

月刊/ マガジンハウス

カメラ日和

カメラを中心としたマガジンです。カメラとともに日々の生活を彩る人たちの姿

や、その人たちが撮影した写真を使用して作った作品やグッズなどを紹介しま

す。

隔月刊/第一プログレス


